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［目的 1妊娠成立 に伴い
、

マ ウ ス 脱落膜 に は、γ σ
一

TCR ＋
の 細胞 が著明に増加 し、妊娠 の 成立、維持 に

関与する重要な免疫担当細胞で あ ると考え られ て

い る
。 今回 H − 2b拘束性 Ld 特異的 T細胞 ク ロ ーン

か ら得 られた TCR 遣伝子導入 トラ ン ジ ェ ニ ッ ク マ

ウ ス （2C
−
　Tg）と H −2b ハ プ ロ タイ プ C57BL ／6 マ ウ ス

に MHC 　class　I　 Ld 発現遣伝子を導入 した ト ラ ン ジ

ェ
ニ

ッ ク マ ウ ス （Ld
−Tg ：東大 ・医・疾患遺伝子 ・宮

崎教授よ り分与 ）の 2種類 の 交配実験よ り、 γ σ
一

TCR ＋
細胞が少な く、 分化 も抑制され て い る ト ラ ン

ジ ェ ニ
ッ クマ ウス （2C− Tg）に お ける妊娠を解析 し、

妊娠 の 成立 。維持に お け る T リン パ 球 の 関与 に つ い

て 検討 した 。 1方法 12C−Tg の T 細胞 は殆 どが導入

した TCR を発現 した CD8 陽性の T細胞で あ る 。 こ

の 2C−Tgの 雌と Ld −Tg の 雄の 交配に よ り 2C＋Ld＋の

仔 マ ウ ス が生 れ て くるか を検討 した 。 そ の 逆の 組

み合わ せ を対照群と した 。
2C の 確認 に は FACScan

を、Ld 発現確認 に は RT −PCR 法 を用 い た。［結果 ］

1）2C
− Tg （♀）× Ld−Tg （♂）の 交配に お い て 認め ら

れ た 2C’M ＋
仔 マ ウ ス の 割合は 23％

、 対照群で の そ

れは 25・−409eで あ っ た 。 2）両群よ り生れた 2C＋しd＋仔

マ ウ ス の 末梢 リ ン パ 球、胸腺、リ ン パ 節中の CD8’

IB2細 胞の 割合や TCR 発現量 に 有意差 は 認 め られ

なか っ た 。 3）2C
’Ld’仔 マ ウ ス と 2C’Ld

−
、2C 　Ld丶

2CLd
．
の 仔 マ ウ ス の体重変化の 比較に お い て有意

差は認め ら れ なか っ たが 8週令以降の 体重増加に差

は み られ た。［結論 】胎児の MHC 　class　I抗原 の 発

現が抑制 さ れ て お り、自己抗原 とな る Ld 抗原に対

し て 局所に存在す る T リ ン パ 球が ア ナ ジー
に な っ

て い る可能性が示唆された 。 現在 、 2C −Tg マ ウ ス

の 妊娠子宮局所 の γ σ
一TCR ＋

細胞 の 真の 役割 に つ

い て も検討中で あ る 。

【目的】 ヒ ト精子が受精能を獲得 し、受精が起 こ

るまで の 過程に おい て 、 精 子内の カ ル シ ウ ム 濃度

の 増加が 重要な役割を持つ 事が報告 されて い る 。

そこで我 々 は、精子におけるカル シウム 依存性シ

ス テ イ ン プ ロ テ ア ーゼ で あ るカル パ イ ン の 存在及

び意義を検討 し た 。　【方法】カ ル パ イ ン の 存在及

び動態 （活性の 状態）を 、 μ 及び m 一カ ル パ イ ンの

N 末端と活性中心 に対する polyclonal抗体を用 い て

検 討 した e ヒ トμ 及 びm 一
カル パ イ ン 80K サブユ ッ

トの N 末端と活性中心 の ペ プチ ドを合成 し家兎に

免疫 し抗血清を得 た後 、 各種 ペ プチ ド抗原 ビーズ

を作製 しア フ ィ ニ テ ィ
ー精製 し実験に 供 した。カ

ル パ イ ン活性の 簡易的評価には、カゼ イ ン を基質

とする分解能を応用 した 。 妊孕性を有する健常男

性精液 （N ；5）を液化 させ た後、Pcrco11法で遠心

分 離 し、各種抗体 を用 い た免疫組織染色を試みた 。

また 、 カル シ ウ ム イオ ノ フ ォ ァ （A23187）を用 い て

種 々 の 時間 （0−〔畤 間）及び濃度条件 （0−10μ M ）

下 で 調整精子を培養 し、 カルパ イ ン の動態を検討

した 。 【成績】全 例に おい て 、 抗 μ
一カル パ イ ン

抗体に よる特異的な染色が認め られたが 、 抗 m 伺

抗体には免疫染色 されなか っ た 。 抗 μ
一N 末端抗体

に よ り頭部が免疫染色され 、 そ の 染色性はA23187

処理 に よ っ て 尾部へ 移行 した。また活性型に特異

的な抗活性中心抗体に よ り尾部が 免疫染色され同

処理 に よ っ て 染色性が増強 した 。
カ ゼ イ ン 分解能

は同処理に よ っ て 増加 した 。　【結論】 ヒ ト精子に、

μ
一
カ ル パ イ ンが存在する事を明 らかに し、カ ル

パ イ ン が ヒ ト精子の 細 胞 内カル シウ ム 濃度の 上昇

を伴 う受精能獲得や hyperactivationとい う生殖現象

に重要な役割を演 じて い る可能性が示唆された 。
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